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7777----4444----4444    生態系生態系生態系生態系    

１．調 査 

（１）調査する情報 

① 植物相及び動物相の状況 

② 生態系の構成種、個体群及び生物群集の相互関係 

③ 生態系における上位性、典型性、特殊性の視点から注目すべき生物種 

（２）調査地域 

植物、動物及び水生生物の調査範囲を踏まえ、対象事業実施区域から約1.5kmの範囲を

調査地域とした。 

（３）調査方法 

① 植物相及び動物相の状況 

植物、動物、水生生物の調査結果から把握した。 

② 生態系の構成種、個体群及び生物群集の相互関係 

地形、地質、植物相及び動物相の状況を勘案し、調査地域の環境類型区分を行った。 

また、生態系の構成種、個体群及び生物群集の相互関係について生態系の食物連鎖に

おける地位を整理した。 

③ 生態系における上位性、典型性、特殊性の視点から注目すべき生物種 

生態系の構成種、個体群及び生物群集の相互関係をもとに、調査地域を代表する上位

性、典型性及び特殊性の視点から注目すべき生物種を選定した。 

 

    



7-398 

（４）調査結果 

① 植物相及び動物相の状況 

植物、動物及び水生生物の調査により確認された生物種数は表7-4-4.1に示すとおり

である。 

 

表7-4-4.1 植物相および動物相の状況 

分類群 種数 

植物 120科 561種 

動物 ほ乳類 12科 15種 

鳥類 35科 89種 

猛禽類 2科  9種 

は虫類 6科  9種 

両生類 6科 10種 

昆虫類 176科 622種 

クモ形類 24科 114種 

陸産貝類 6科 14種 

水生生物 魚類 4科 15種 

植物プランクトン 26科 98種 

動物プランクトン 28科 47種 

ベントス 61科 114種 

水草 9科 14種 

付着藻類 16科 82種 

 

② 環境類型区分 

ア．地形、地質、土地利用 

調査地域の地形、地質は「第３章 事業実施区域及びその周囲の概況」に、土地利

用区分は図7-4-4.1に示すとおりである。 
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図 7-4-4.1 土地利用区分 

この地図は、「1/25,000 数値地図 鳥取」を使用したものである。 
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イ．環境類型区分 

地形、土地利用状況を踏まえ調査地域について環境類型区分した結果は、表7-4-4.2

及び図7-4-4.2に示すとおりである。 

調査地域は、大きく平野部生態系と、里山生態系に区分される。 

平野部生態系は、６つの環境類型区分で構成され、千代川、八東川の周辺に広がる

谷底平野を中心として、谷底平野-水田、砂礫台地-市街地・耕作地、河川などで構成

されている。 

里山生態系は、３つの環境類型区分で構成され、小起伏山地、山麓地の樹林地の占

める割合が多く、谷部には谷底平野-水田、山麓地の一部が耕作地等として利用され

ている。 

 

表7-4-4.2 環境類型区分の構成要素 

生態系 環境類型区分 
環境構成要素内訳 

地形(ha) 土地利用区分(ha) 

1 平野部生態系 1-1 谷底平野-水田 

谷底平野 273.83 

水田 123.23 

  
1-2 谷底平野-市街地
等 

草地・荒地 9.20 

  市街地等 113.38 

  その他 28.03 

  

1-3 砂礫台地-市街
地・耕作地 

砂礫台地 90.19 

市街地等 31.40 

  畑地・果樹園 24.88 

  水田 20.20 

  その他 13.71 

  1-4 旧河道-水田等 旧河道 18.84 水田等 18.84 

  1-5 その他-樹林地等 その他 14.31 樹林地等 14.31 

  

1-6 河川 河川 66.35 

水域 18.62 

  草地・荒地 46.49 

  その他 1.24 

2 里山生態系 
2-1 山麓地-耕作地等 

山麓地 246.01 

畑地・果樹園 7.90 

  その他 11.45 

  
2-2 小起伏山地・山麓
地-樹林地 

樹林地 226.66 

  小起伏山地 128.67 樹林地 128.67 

  砂礫台地 2.39 樹林地等 2.39 

  

2-3 谷底平野-水田等 谷底平野 44.97 

水田 14.52 

  草地・荒地 6.51 

  水域 3.60 

  その他 20.35 
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図 7-4-4.2 環境類型区分 

この地図は、「1/25,000 数値地図 鳥取」

を使用したものである。 
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ウ．生態系構成種 

各生態系の代表的な構成種について整理した結果は、表7-4-4.3に示すとおりである。 

表7-4-4.3 生態系構成種 

生態系 環境類型区分 地形 土地利用 地質 植物 ほ乳類 鳥類 両生類 は虫類 昆虫類 クモ型類 陸産貝類 魚類 
プランク

トン 
底生生物 付着藻類 

1 平野部生態系 1-1 谷底平野-水田 

谷底平野 

水田 礫 水田雑草群落、畑地

雑草群落、果樹園雑

草群落など 

ヒデリコ、コナギ、

ヨメナ、ヨモギ、カ

キドオシ、メヒシ

バ、ヌカキビ、イヌ

ホタルイ、イネ、ク

ズ、ススキ、セイタ

カアワダチソウ、ヒ

メムカシヨモギ、エ

ノコログサ 

アカネズ

ミ、ノウサ

ギ、キツ

ネ、タヌ

キ、イタチ

類 

ノスリ、ハクセキレ

イ、セグロセキレ

イ、ヒヨドリ、モズ、

ジョウビタキ、ツグ

ミ、ウグイス、メジ

ロ、ホオジロ、カシ

ラダカ、アオジ、ア

トリ、ハギマシコ、

ベニマシコ、スズ

メ、ハシボソガラ

ス、ハシブトガラス 

イモリ、ア

マガエル、

トノサマ

ガエル、ウ

シガエル、

ツチガエ

ル 

クサガメ、

ヤモリ、ト

カゲ、カナ

ヘビ、シマ

ヘビ、アオ

ダイショ

ウ、ヤマカ

ガシ 

オニヤン

マ、シオカ

ラトンボ、

オオシオ

カラトン

ボ、ナツア

カネ、コカ

マキリ、オ

オカマキ

リ、トノサ

マバッタ、

クルマバ

ッタモド

キ、ベニシ

ジミ、ヤマ

トシジミ、

ナミアゲ

ハ、モンシ

ロチョウ 

コモリグ

モ科、キシ

ダグモ科、

カニグモ

科、ハエト

リグモ科、

アズマキ

シダグモ、

ワカバグ

モ、ハナグ

モ、クラー

クコモリ

グモ 

ウスカワ

マイマイ 

- - - - 

  
1-2 谷底平野-市街

地等 

草地・荒地 砂礫 

  市街地等 ローム層 

  その他 礫岩・砂岩 

  

1-3 砂礫台地-市街

地・耕作地 
砂礫台地 

市街地等   

  畑地・果樹園   

  水田   

  その他   

  1-4 旧河道-水田 旧河道 水田等   

  
1-5 その他-樹林地

等 
その他 樹林地等   

  

1-6 河川 河川 

水域   

クズ群落、ススキ-

セイタカアワダチ

ソウ群落、沈水・抽

水植物群落など 

クズ、ススキ、セイ

タカアワダチソウ、

ツルヨシ、チガヤ、

オランダガラシ、コ

カナダモ、エビモ、

サヤヌカグサ、ツル

ヨシ、ヨシ、マコモ 

カイツブリ、カワ

ウ、ダイサギ、アオ

サギ、カモ類、ミコ

アイサ、カワアイ

サ、ミサゴ、コチド

リ、イカルチドリ、

イソシギ、カワセ

ミ、ヒバリ、カワガ

ラス、オオヨシキ

リ、ホオジロ、カワ

ラヒワ、ハギマシコ 

コイ、ギン

ブナ、カワ

ムツ、ウグ

イ、ムギツ

ク、ドジョ

ウ、シマド

ジョウ、メ

ダカ、ドン

コ、カワヨ

シノボリ 

珪藻綱、、

ワムシ類、

原生動物 

ナミウズ

ムシ、ヒメ

タニシ、カ

ワニナ、イ

シガイ、マ

シジミ、エ

ラミミズ、

トンボ類、

トビケラ

類、カゲロ

ウ類、ユス

リカ科 

珪藻綱、藍

藻綱   草地・荒地   

  その他   

2 里山生態系 
2-1 山麓地-耕作地

等 

山麓地 

畑地・果樹園 河原火砕岩 

礫 

砂礫 

コナラ群落、アカマ

ツ群落、スギ・ヒノ

キ植林、竹林など 

コナラ、ホオノキ、

ヤマザクラ、リョウ

ブ、ヒサカキ、アカ

マツ、ヒメヤシャブ

シ、ヤマツツジ、ス

ギ、ヒノキ、モウソ

ウチク、フユイチ

ゴ、キヅタ、ネジキ、

ススキ 

ジネズミ、

アカネズ

ミ、ノウサ

ギ、ツキノ

ワグマ、キ

ツネ、タヌ

キ、イタチ

類、テン、

ホンドジ

カ、イノシ

シ 

ハチクマ、オオタ

カ、サシバ、アオバ

ト、ホトトギス、フ

クロウ、ブッポウソ

ウ、アオゲラ、アカ

ゲラ、コゲラ、ルリ

ビタキ、トラツグ

ミ、エナガ、コガラ、

ヤマガラ、シジュウ

カラ 

カスミサ

ンショウ

ウオ、イモ

リ、ニホン

ヒキガエ

ル、アマガ

エル、タゴ

ガエル、ト

ノサマガ

エル、ツチ

ガエル、シ

ュレーゲ

ルアオガ

エル、モリ

アオガエ

ル 

クサガメ、

ヤモリ、ト

カゲ、カナ

ヘビ、シマ

ヘビ、ジム

グリ、アオ

ダイショ

ウ、ヤマカ

ガシ 

アオイト

トンボ、ア

サヒナカ

ワトンボ、

コオニヤ

ンマ、クツ

ワムシ、コ

ミスジ、キ

タテハ、モ

ンキアゲ

ハ、サトキ

マダラヒ

カゲ、カブ

トムシ、ア

メンボ、タ

イコウチ、

ゲンジボ

タル 

マザトウ

ムシ科、ウ

ズグモ科、

ヒメグモ

科、アシナ

ガグモ科、

コガネグ

モ科、オオ

シロカネ

グモ、ジョ

ロウグモ、

シボグモ、

アリグモ 

モミジヤ

マキサゴ、

ナミギセ

ル、シリオ

レギセル、

サンイン

コベソマ

イマイ、コ

ウロマイ

マイ 

- - - - 

  その他 

  

2-2 小起伏山地・山

麓地-樹林地 

樹林地 

  小起伏山地 樹林地   

  砂礫台地 樹林地等   

  

2-3 谷底平野-水田

等 
谷底平野 

水田   水田雑草群落、スス

キ-セイタカアワダ

チソウ群落など 

ツルヨシ、チガヤ、

クズ、オランダガラ

シ、サヤヌカグサ、

ツルヨシ、ヨシ、ス

スキ、セイタカアワ

ダチソウ 

コイ、ギン

ブナ、ドジ

ョウ、シマ

ドジョウ、

ドンコ 

珪藻綱、ワ

ムシ類、カ

イアシ類、

ミジンコ

類 

カワニナ、

エラミミ

ズ、サワガ

ニ、トンボ

類、ユスリ

カ科、ゲン

ジボタル 

珪藻綱 

  草地・荒地   

  水域   

  その他   
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③ 生態系の構成種、個体群及び生物群集の相互関係 

各生態系の生態系模式図は図7-4-4.3に示すとおりである。 

 

平野部生態系は水田及び河川の占める割合が大きく、水田雑草群落や河川の荒地雑草

群落が基盤となっている。地域に典型的な動物としては、ハクセキレイ、ホオジロ、カ

モ類などの鳥類、アマガエル、トノサマガエルなどの両生類、オイカワ、ドジョウ、メ

ダカ、カワヨシノボリなどの魚類、シオカラトンボなどの昆虫類が挙げられる。 

また、生態系の上位に位置する種としては、イタチ類、ミサゴ、ノスリ、ハヤブサ、

サギ類などが挙げられる。 

平野部生態系においては特殊性に該当する種はないと考えられる。 

 

里山生態系は樹林と小規模な水田で構成され、コナラ群落、水田雑草群落が基盤とな

っている。地域に典型的な動物としては、タヌキ、ホンドジカ、イノシシなどのほ乳類、

コゲラ、ヤマガラ、シジュウカラなどの鳥類、ジムグリ、ヤマカガシなどのは虫類、カ

スミサンショウウオ、シュレーゲルアオガエル、モリアオガエルなどの両生類、モノサ

シトンボ、コシアキトンボ、ゲンジボタルなどの昆虫類が挙げられる。 

また、生態系の上位に位置する種としては、ハチクマ、オオタカ、サシバ、フクロウ

などの鳥類が挙げられる。 

里山生態系においては、水の浸み出る崖地や沢の礫間で産卵するタゴガエルが微小な

環境を利用しており特殊性を示す種であると考えられる。 
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【平野部生態系 模式図】 

 
 

【里山生態系 模式図】 

 
図 7-4-4.3 生態系模式図 
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④ 事業の影響要因と生態系に与える影響の整理 

事業の影響要因と生態系に与える影響について整理した結果は図7-4-4.4に示すとお

りである。 

影響要因の一つとして土地の造成が挙げられ、樹林の伐採、水田やため池の埋立に伴

う生物の生息環境の変化が生じると考えられる。 

また、工事の実施、施設の存在による生物の移動経路の変化が生じると考えられる。 

これらの変化は里山生態系において生じ、平野部生態系においては変化はないものと

考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7-4-4.4  事業の影響要因と生態系に与える影響の整理 

 

 
里山生態系 

土地造成 

樹林の伐採 水田の埋立 ため池の埋立 

「2-2 小起伏山地・山
麓地-樹林地」が減
少。「2-1 山麓地-耕
作地等 その他」が
増加。 

・カスミサンショウウ
オ、モリアオガエルな
ど両生類の産卵場所
が減少 
・クサガメ、コイ、ト
ンボ類などの生息環
境が減少 
・ゲンジボタルの生息
環境が減少 
・市街地・耕作地など
開けた場所を好む生
物の生息環境が増加 
 

「2-3 谷底平野-水田
等」において、水田、
水域(ため池)が減少。
その他が増加 

・ハチクマ、オオタ
カ、サシバなどの生
息環境の減少 
・フクロウの生息環
境の減少 
・ツキノワグマの生
息環境の減少 
・タヌキ・ホンドジ
カの生息環境が減少 
・カスミサンショウ
ウオ、モリアオガエ
ルなど両生類の生息
場所が減少 
・市街地・耕作地な
ど開けた場所を好む
生物の生息環境が増
加 

 

平野部生

態系では

影響は想

定されな

い 

【
生

態
系

に
与

え
る

影
響

】
 

【
影

響
要

因
】
 

 

工事の実施 

施設の存在 

・タヌキ、ホン
ドジカ、ツキノ
ワグマなどの移
動経路が変化す
る 

「2-2 小起伏山
地・山麓地-樹林
地」の一部が他
の樹林地から分

断される 

平地生態系 
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⑤ 生態系における上位性、典型性及び特殊性の視点から注目すべき生物種 

環境の変化が生じると考えられる里山生態系において注目すべき種を選定した結果

は表7-4-4.4に、選定理由は表7-4-4.5に示すとおりである。 

 

表7-4-4.4 注目すべき種 

区分 生態系の主要な種・生息環境 注目すべき種 

上位性 ・ハチクマ、オオタカ、サシバなどの生息環境 
・フクロウの生息環境 

フクロウ 

典型性 ・ツキノワグマの生息環境 
・タヌキ、ホンドジカの生息環境 
・カスミサンショウウオ、モリアオガエルなど両
生類の産卵環境、生息環境 
・クサガメ、コイ、トンボ類などの生息環境 
・ゲンジボタルの生息環境 

ホンドジカ 
モリアオガエル 

特殊性 ・タゴガエルの産卵場所 タゴガエル 

 

表7-4-4.5 注目すべき種選定理由 

区分 注目すべき種 選定理由 

上位性 フクロウ 上位性にあたる種のうち、現地調査において対象事業実施区
域周辺で縄張りを形成する状況がみられたことから選定し
た。 

典型性 ホンドジカ 典型性にあたる種のうち、生物の移動経路について予測評価
するための代表として選定した。 

モリアオガエル 典型性にあたる種のうち、ため池、水田で産卵し上陸後は樹
林内で生活するなど事業による影響を代表すると考えられる
ことから選定した。 

特殊性 タゴガエル 水の浸み出る崖地、沢内の礫間などで産卵し、事業により消
失する微小な環境への影響を評価しやすいと考えられること
から選定した。 

 

    



 7-407 

⑥ 注目すべき生物種の生態等 

注目すべき生物種の生態等については、表7-4-4.6に示すとおりである。 

また、注目すべき生物種の確認状況は図7-4-4.5～8に示すとおりである。 

 

表7-4-4.6 注目すべき生物種の生態等 

生態

系 
区分 

注目す

べき種 
分 布 生息環境 繁 殖 食 性 

調査地域におけ

る確認状況 

里山

生態

系 

上位性 フクロ

ウ 

日本でも九

州以北に留

鳥として生

息し繁殖す

る。 

平地から山

地の林に生

息。 

社寺の森、林の大木の

樹洞に1～5卵を産んで

営巣するほか、地上や

廃屋、カラスやタカの

古巣などでも繁殖す

る。第 1卵を産むと抱

卵を開始する。 

ネズミを主

食とし、小

鳥やイタチ

なども食べ

るほか、時

には昆虫や

小動物も食

べる。 

地ユノ谷溜池か

ら河原町総合運

動場にかけての

山地において鳴

き声を複数回確

認した。また、楮

谷溜池付近では、

飛翔している個

体も確認した。 

典型性 ホンド

ジカ 

北海道から

九州と一部

の島嶼に分

布する。 

常緑広葉樹

林、落葉広

葉樹林、寒

帯草原など

に生息す

る。特にパ

ッチ状に草

地が入り込

んだ森林地

帯に多く生

息する。 

出産期は 5 月下旬～7

月上旬で通常 1 仔を出

産する。2仔出産の率は

低い。交尾期は 9 月下

旬～11 月、妊娠期間は

約 230 日で、子どもの

性による差はない。 

イネ科草

本、木の葉、

堅果、ササ

類などを季

節に応じて

採食する。 

調査地域の広範

囲で確認された。

調査中の目撃や

無人撮影機にお

いても複数確認

されており、多数

生息すると思わ

れる。 

モリア

オガエ

ル 

本州 森林の林床

や樹上に生

息する。 

繁殖は 4～7月で、150

個程度の卵を水面上の

木などに塊状に産卵す

る。産卵に使われる木

は、水面からあまり高

くなく、よくしなり、

葉が大きく柔らかい樹

種が選ばれる。メスは

産卵しながら、卵を乾

燥から防ぐ泡巣を作

る。 

成体は昆虫

等の小動物

を餌とする

肉食性を示

す。 

幼生は雑食

である。 

谷筋、ため池、小

湿地などで成体

鳴き声、卵塊が確

認された。 

特殊性 タゴガ

エル 

本州、四国、

九州(五島

列島をふく

む)。 

山地、森林

内の渓流付

近や地域に

よっては平

野にもみら

れる。 

岩の下や地下で、低い

声で鳴く。 

繁殖は 3～6月だが、多

くの地域で4～5月に集

中する。産卵は渓流近

くの伏流水で行う。卵

数は30～160個ほどで、

日本のカエルとしては

非常に少ない。 

成体は昆虫

等の小動物

を餌とする

肉 食 で あ

る。 

幼生はふつ

う餌をとら

ない。 

調査範囲内の多

くの谷部で鳴き

声を確認。一部の

箇所では、成体及

び幼体も目撃し

た。 

 

    



 7-408 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-4-4.5 注目すべき生物種確認状況 

(上位性：フクロウ) 

対象事業実施区域周辺で 3 個体が縄張
りを形成している状況が見られた。 

福和田周辺を縄
張りとする個体 

上山手周辺を縄
張りとする個体 

楮谷周辺を縄張
りとする個体 

この地図は、「1/25,000 数値地図 鳥取」

を使用したものである。 
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樹林地を移動しており、尾根筋、谷筋
で痕跡が良く確認され移動経路として
利用しているものと考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-4-4.6 注目すべき生物種確認状況 

(典型性：ホンドジカ) 

この地図は、鳥取市白図を使用したもの

である。 
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谷筋、ため池、小湿地などで卵塊、鳴
声などを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-4-4.7 注目すべき生物種確認状況 

(典型性：モリアオガエル) 

この地図は、鳥取市白図を使用したもの

である。 
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谷筋、水田脇などで鳴声を確認した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-4-4.8 注目すべき生物種確認状況 

(特殊性：タゴガエル) 

この地図は、鳥取市白図を使用したもの

である。 
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２．予 測 

（１）工事の実施 

① 造成工事に伴う地域を特徴づける生態系の変化 

ア．予測項目 

地形・地質、植物、動物等の調査結果及び対象事業の事業活動の内容を勘案のうえ、

対象事業の実施が生態系の重要な要素に与える影響の程度について予測するものと

し、以下の項目について予測した。 

・フクロウの分布状況 

・フクロウの餌環境の状況 

・モリアオガエルの産卵・生息環境 

・タゴガエルの産卵環境 

イ．予測時期 

予測時期は、造成工事終了後（以下「造成後」という。）とした。 

ウ．予測地域 

対象事業の実施が生態系の重要な要素に影響を及ぼすおそれのある地域とし、里山

生態系に該当する範囲を予測地域とした。 

エ．予測対象 

注目すべき種のうち、フクロウ、モリアオガエル、タゴガエルを予測対象とした。 

オ．予測方法 

予測は事業の内容を踏まえ、以下の方法で実施した。 

なお、予測に際しては、隣接して鳥取市が計画している工業団地造成事業の土地利

用計画も踏まえるものとした。 

（ア）フクロウの分布状況 

縄張りの状況と生息環境の改変による分布状況の変化について現地調査結果及

び事業計画をもとに予測した。 

（イ）フクロウの餌環境の状況 

フクロウの餌環境の変化について文献調査結果及び事業計画をもとに予測した。 

（ウ）モリアオガエルの産卵・生息環境 

産卵環境、生息環境の変化について現地調査結果及び事業計画をもとに予測を行

った。 
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（エ）タゴガエルの産卵環境 

産卵環境の変化について現地調査結果及び事業計画をもとに予測を行った。 

カ．予測結果 

（ア）フクロウの分布状況 

フクロウは対象事業実施区域周辺に3個体が縄張りを形成していると考えられる。 

本事業によりフクロウの生息環境となっている「2-2小起伏山地・山麓地-樹林地」

が減少する。直接的に改変される範囲が縄張りに含まれるため、フクロウの分布状

況が変化する可能性が考えられる。 

縄張りの変化については、「2-2小起伏山地・山麓地-樹林地」は減少するものの

大部分が残存することから、縄張りの範囲が変化する程度であると予測する。縄張

りの変化のイメージについては、図7-4-4.9に示すとおりである。 

ただし、隣接して計画されている工業団地付近にも縄張りが形成されていること

に留意する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7-4-4.9 フクロウの分布状況の予測 

現況 造成後：縄張り内が改変されるが、樹林地

が残存することから、縄張りの範囲が変化
すると予測する。(下図は変化のイメージ) 
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（イ）フクロウの餌環境の状況 

フクロウの餌環境のイメージは図7-4-4.10に示すとおりである。 

フクロウは主にネズミなどの小型ほ乳類や小型鳥類を餌としている。 

餌となる生物の生息環境は「2-2小起伏山地・山麓地-樹林地」や「2-3谷底平野-

水田等」の水田、草地・荒地などであると考えられる。 

餌となる生物の生息環境の面積とその変化は表7-4-4.7に示すとおりである。 

餌となる生物の生息環境は本事業により6.50ha減少し、工業団地の造成と併せて

16.39ha減少するものの、362.36ha残存することから、フクロウの餌環境について

大きな変化はないものと考えられる。 

 

表7-4-4.7 餌となる生物の生息環境の変化 

環境類型区分 

環境構成要素内訳 

地形(ha) 
土地利用区分(ha) 

(現況) 

土地利用区分(ha) 

(造成後) 

2-1 山麓地-耕作地等 
山麓地 246.01 

畑地・果樹園 7.90 7.49〔7.50〕 

その他 11.45 25.52〔15.90〕  

2-2 小起伏山地・山麓

地-樹林地 

樹林地 226.66 213.01〔222.61〕  

小起伏山地 128.67 樹林地 128.67 128.67〔128.67〕  

砂礫台地 2.39 樹林地等 2.39 2.39〔2.39〕  

2-3 谷底平野-水田等 谷底平野 44.97 

水田 14.52 13.23 〔13.23〕 

草地・荒地 6.51 5.07〔5.36〕  

水域 3.60 2.99 〔3.32〕 

その他 20.35 23.69〔23.07〕  

注）〔 〕内は、工業団地による影響を除いた、本事業実施による影響のみを考慮した値である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7-4-4.10 フクロウの餌環境イメージ図 

青枠内：フクロウの餌生物の生息環境 
現 況：378.75ha 
造成後：362.36ha〔372.26ha〕 
変 化：16.39ha〔6.50ha〕が減少 
本事業により 6.50ha 減少し、工業団

地の造成と併せて 16.39ha 減少するも
のの、362.36ha 残存する。 
 
注）〔 〕内は、工業団地による影響を除いた、本事

業実施による影響のみを考慮した値である。 
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（ウ）モリアオガエルの産卵・生息環境 

モリアオガエルの産卵環境は、水際に樹木があるため池、水田などの水域である。 

また、産卵後や上陸後の個体は樹上で生活する。モリアオガエルの産卵環境、生

息環境の状況とその変化は表7-4-4.8及び図7-4-4.11に示すとおりである。 

モリアオガエルの産卵場所となるため池、水田などの水域は本事業の実施により

1.57haが減少し、工業団地の造成と併せて1.90ha減少するものの、16.22ha残存す

る。これより、里山生態系全体としては産卵場所が残ると考えられるものの、対象

事業実施区域に隣接する場所では産卵場所がなくなる可能性があると予測する。 

また、上陸後の生息環境である樹林は本事業により4.06ha減少し、工業団地の造

成と併せて13.66ha減少するものの、344.07ha残存することから、変化の程度は小

さいものと予測する。 

 

表7-4-4.8 モリアオガエルの産卵環境、生息環境の変化 

環境類型区分 

環境構成要素内訳 

地形(ha) 
土地利用区分(ha) 

(現況) 

土地利用区分(ha) 

(造成後) 

2-1 山麓地-耕作地等 
山麓地 246.01 

畑地・果樹園 7.90 7.49〔7.50〕 

その他 11.45 25.52〔15.90〕  

2-2 小起伏山地・山麓
地-樹林地 

樹林地 226.66 213.01〔222.61〕  

小起伏山地 128.67 樹林地 128.67 128.67〔128.67〕  

砂礫台地 2.39 樹林地等 2.39 2.39〔2.39〕  

2-3 谷底平野-水田等 谷底平野 

 
 

44.97 

水田 14.52 13.23 〔13.23〕 

草地・荒地 6.51 5.07〔5.36〕  

水域 3.60 2.99 〔3.32〕 

その他 20.35 23.69〔23.07〕  

 

 

 

 

 

 
注）〔 〕内は、工業団地による影響を除いた、本事業実施による影響のみを考慮した値である。 

青枠内：モリアオガエルの産卵環境 
現 況：18.12ha 
造成後：16.22ha〔16.55ha〕 
変 化：1.90ha〔1.57ha〕が減少 
本事業の実施により 1.57ha が減少し、工

業団地の造成と併せて 1.90ha 減少するもの
の、16.22ha 残存する。 

緑枠内：モリアオガエル上陸後の生息環境 
現 況：357.72ha 
造成後：344.07ha〔353.67ha〕 
変 化：13.66ha〔4.06ha〕が減少 
本事業により 4.06ha 減少し、工業団地の造成と

併せて13.66ha減少するものの、344.07ha残存する。 
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いくつかの産卵場所がなくなり、特
に対象事業実施区域に隣接する区
域で影響が生じると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-4-4.11 モリアオガエルの 
産卵環境、生息環境の変化 

この地図は、鳥取市白図を使用したもの

である。 
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（エ）タゴガエルの産卵環境 

タゴガエルの産卵場所は、水の浸み出る崖地、沢内の礫間であり、現地調査では、

楮谷溜池下流右岸側などで鳴き声が確認された。 

タゴガエルの産卵場所とその変化については図7-4-4.12に示すとおりである。 

タゴガエルの産卵場所は、鳴き声確認箇所の他、各ため池の流入部に積み上げら

れた礫の中、各沢の礫の堆積部などで、本事業により産卵環境の一部が改変される

ものの、産卵環境は残存するものと考えられる。 
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産卵環境は微小な地形であるが、周辺には
産卵場所が複数分布していると考えられ
る。 
いくつかの産卵場所がなくなるものの、産
卵場所は残存するものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-4-4.12 タゴガエルの産卵場所 
の変化        

この地図は、鳥取市白図を使用したもの

である。 
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（２）施設の存在・供用 

① 施設の存在による生息地の分断・移動経路の変化 

ア．予測項目 

地形・地質、植物、動物等の調査結果及び対象事業の事業活動の内容を勘案のうえ、

対象事業の実施が生態系の重要な要素に与える影響の程度について予測するものと

し、以下の項目について予測した。 

・ホンドジカの移動経路 

イ．予測時期 

予測時期は、供用時において事業活動が定常に達した時期とした。 

ウ．予測地域 

対象事業の実施が生態系の重要な要素に影響を及ぼすおそれのある地域とし、里山

生態系に該当する範囲を予測地域とした。 

エ．予測対象 

ホンドジカを予測対象とした。 

オ．予測方法 

ホンドジカの痕跡の分布と施設の存在による移動経路の変化について現地調査結

果をもとに予測した。 

カ．予測結果 

ホンドジカはその痕跡の状況から主に樹林内を移動しており、尾根筋、谷筋ともに

良く利用していると考えられる。 

ホンドジカは対象事業実施区域に含まれる尾根筋でも痕跡が確認され移動経路と

なっていると考えられる。本事業の実施により尾根筋が改変されるものの、残置森林

により生息地や移動経路の分断は生じないため、ホンドジカの移動経路は図7-4-4.13

に示す位置へ変化すると予測する。 
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尾根筋が改変されるものの残地

森林により生息地や移動経路の

分断は生じないため、移動経路が

変化すると予測する。 

供用時に想定される移動経路 

現況で移動経路とな

っている尾根筋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-4-4.13 ホンドジカの移動経路 
 (供用時) 

この地図は、鳥取市白図を使用したもの

である。 

この地図は、鳥取市白図を使用したもの

である。 
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３．環境保全措置 

（１）工事の実施 

① 造成工事に伴う地域を特徴づける生態系の変化 

・土地利用計画において、約3.0haを残置森林とし、樹林を現況のまま保全する計画

とする。 

・対象事業実施区域内には新たに緑地を設け周辺の自然環境に配慮する。 

・フクロウの分布状況については、本事業の工事前、工事の実施時、供用時にモニタ

リングを行ってその分布状況、繁殖状況を確認する。 

・モリアオガエルをはじめとする両生類の産卵環境を確保するため、ため池跡地に小

規模な池を設ける。また、調整池、用水路についてはその機能上問題がない範囲で、

生物が利用可能な構造とする。 

（２）施設の存在・供用 

① 施設の存在による生息地の分断・移動経路の変化 

・残置森林により地ユノ谷と楮谷の間の斜面に連続して生物の移動経路を確保する。 
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４. 評価 

（１）評価の手法 

植物、動物の調査結果を踏まえ、生態系の重要な要素である上位性、典型性及び特殊性

の視点から注目すべき生物種及びその生育・生息環境を保存すべき対象として選定し、対

象事業実施後の保全すべき対象への影響の程度に対する事業者の見解を明らかにするこ

とにより評価した。 

また、保全措置を踏まえた保全すべき対象への影響の程度に対する事業者の見解を明ら

かにすることにより評価した。 

 

（２）評価の結果 

① 保全すべき対象 

注目すべき種のうち、影響が生じると予測された以下の種及びその生育・生息環境に

ついて保全すべき対象とした。 

・上位種であるフクロウの分布状況 

・生物の移動経路 

・モリアオガエル等両生類の産卵環境 

 

② 保全すべき対象への影響の程度 

保全すべき対象への影響の程度に関する事業者の見解は表7-4-4.9に示すとおりであ

る。 

 

表7-4-4.9 保全すべき対象への事業者の見解 

保全すべき対象 事業者の見解 

上位種であるフクロ
ウの分布状況 

本事業によりフクロウの生息環境となっている「2-2小起伏山地・
山麓地-樹林地」が減少する。直接的に改変される範囲が縄張りに含
まれるため、フクロウの分布状況が変化する可能性が考えられる。 

縄張りの変化については、「2-2小起伏山地・山麓地-樹林地」は減
少するものの大部分が残存するため縄張りの範囲が変化する程度で
あると評価する。 

生物の移動経路 ホンドジカを代表とするタヌキ、ツキノワグマなどの生物につい
ては、主に樹林内を移動していると考えられる。本事業により樹林
が一部改変されるものの、残置森林により生息地や移動経路の分断
は生じないため、事業による影響は小さいものと評価する。 

モリアオガエル等両
生類の産卵環境 

モリアオガエルを代表とするカスミサンショウウオ、シュレーゲ
ルアオガエルなど両生類の産卵環境は、本事業によりため池が消失
するなど影響が大きいものと評価する。 
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③ 保全措置を踏まえた保全すべき対象への影響の程度 

保全措置を踏まえた保全すべき対象への影響の程度に関する事業者の見解は表

7-4-4.10に示すとおりである。 

 

表7-4-4.10 保全措置を踏まえた事業者の見解 

保全すべき対象 保全措置を踏まえた事業者の見解 

上位種であるフクロ
ウの分布状況 

フクロウの分布状況については、縄張りが変化すると予測されるこ
とから、工事前、工事の実施時、供用時にモニタリングを行ってそ
の分布状況を確認し、必要な場合には追加の保全措置を行うことで
影響が回避・低減されると評価する。 

生物の移動経路 生物の移動経路については、残置森林により地ユノ谷と楮谷の間の
斜面に連続して生物の移動経路を確保することで生息地や移動経路
の分断が生じないことから、本事業による影響が回避・低減されて
いると評価する。 

モリアオガエル等両
生類の産卵環境 

モリアオガエル等両生類の産卵環境については、ため池跡地に小規
模な池を設けること、調整池、用水路についてはその機能上問題が
ない範囲で、生物が利用可能な構造とすることで影響が回避・低減
されていると評価する。 

 

    


